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ダイヤモンド中の NV センタは，次世代の高感度磁気センサとして一分子 NMR や脳磁計測な

ど様々な分野への応用が研究されている．DC 磁場センシングの高感度化において，センサ材料に

内在するノイズ源に注目すると，ダイヤモンド結晶中の歪や他の欠陥の制御が重要である．そこ

で，我々はこれらのノイズ源を結晶成長及び NV センタ形成の実験条件の最適化により減らすと

ともに，これらの影響を実効的に抑制する計測手法の開発を行っている．計測手法については，

NVセンタに共鳴する 2周波数のマイクロ波(MW)を印加して歪ノイズを低減する手法(DQ: Double 

Quantum)とともに，P1 センタ(置換窒素)に共鳴する多周波数のラジオ波(RF)を印加して P1 による

磁気ノイズを低減する手法(SBD: Spin Bath Drive)が，顕微鏡レベル(センサ体積 10－5 mm3)で実証さ

れている[1]．我々はこの手法をミリメータサイズのダイヤモンドセンサに適用するための準備と

して，広帯域のコプレーナー導波路基板と共振型のコプレーナー導波路基板を貼り合わせること

で，いずれの導波路を用いてもNVのRabi周波数として1 MHz以上が得られることを報告した[2]． 

本講演では，内在ノイズを抑制する計測手法開発の一環として，広帯域なコプレーナー導波路

を 2 枚組み合わせて DQ および SBD を適用した場合の，スピン緩和時間 T2*の伸長効果について

報告する．電子線照射した厚さ約 0.3 mm の高温高圧合成ダイヤモンド結晶に対して，コプレーナ

ー導波路の線路幅を変えて Rabi 周波数の大きさと空間分布を計測し，最適な線路幅を求めた．こ

の回路を用いて，DQ および SBD 手法を実装したところ，T2*として 2 倍程度の伸長(0.8 → 1.6 µs)

が確認された．しかしこの値は，本試料の P1 濃度(1 ppm)で律速される T2値(≈160 µs)はおろか T2*

値(≈10 µs)よりもかなり短く，DQ および SBD 効果が充分に得られなかったことを示している．こ

の原因として，MW・RF の磁場振幅つまり Rabi 周波数が充分ではなく DQ および SBD の制御が

不完全であった可能性，DQ 法を適用するには試料内の歪が大き過ぎた可能性，が考えられる．

今後は，DC 感度向上のために，ダイヤモンド結晶の成長・電子線照射条件最適化および MW・

RF 印加手法の改善とともに，センサ体積を増やすための光学系の改良も含めた研究開発を進める． 
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